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教 学 第 １ ９ １ 号平成３０年５月１７日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度科学の甲子園ジュニア奈良県大会

の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、参加についてよろしくお願いします。記１ 趣 旨理科、数学等における複数分野の競技に協働して取り組むことを通じて、県内中学生が科学の楽しさ、面白さを知り、科学と実生活・実社会との関連に気付く。また、科学を学ぶことの意義を実感できる場を提供することによって、科学好きの裾野を広げるとともに、未知の分野に挑戦する探究心や創造性に優れた人材を育成する。２ 期日及び会場平成３０年８月２５日（土）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１３ 参加対象者県内中学校、中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部の生徒４ 日 程１０：００～１０：１０ 開会式１０：２０～１１：３０ 筆記競技（団体戦）１２：３０～１４：００ 実技競技（団体戦）１４：３０～１５：００ 講評、閉会式５ 出場チームの構成員（１） 出場チームは中学校（部）１、２学年の生徒（中等教育学校前期課程にあっては同年次の生徒）で構成する。

殿
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（２） 出場チームの員数は、６人とする。（３） 出場チームは、各校１チームとする。（在籍生徒数が６人に満たない学校を含む場合は、複数校でのチームの編成を可とする。）６ 競技の種類（１） 筆記競技理科、数学等の複数分野において、実生活・実社会との関連、融合領域に配慮した出題とし、生徒の習得済みの知識に加えて、競技に必要な新たに示された情報を統合することで課題を解決する内容とする。（２） 実技競技ものづくりの能力、コミュニケーション能力等を用いて課題を解決する力を競う内容とする。７ 競技の形式６人からなる競技チームを構成し、チーム全員で課題を分担、相談するなど協働して、その成果を競い合う形式とする。８ 順位の決定（１） 筆記競技、実技競技の点数の合計によって優勝チームを決定する。（２） 優勝チームは、平成３０年１２月７日（金）～９日（日）に、茨城県で開催される全国大会の出場権を得る。９ 参加申込み及び問合せ先（１） 市町村立中学校から参加する場合参加希望校において、別紙様式により参加申込書を作成し、市町村教育委員会を通じて下記宛て郵送で申し込むこと。（２） （１）を除く中学校、中等教育学校、特別支援学校から参加する場合参加希望校において、別紙様式により参加申込書を作成し、下記宛て郵送で申し込むこと。〒630－8502 奈良市登大路町３０県教育委員会事務局学校教育課義務教育係 指導主事 富倉 勇ＴＥＬ ０７４２－２７－９８５４ＦＡＸ ０７４２－２３－４３１２10 参加申込期限平成３０年７月２７日（金）11 その他（１） 会場へは当該学校等の教員が生徒を引率すること。（２） 参加者は、直定規、コンパス及び昼食を持参すること。
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別紙様式年 月 日奈良県教育委員会事務局学 校 教 育 課 長 殿 学 校 名学校長名 印平成30年度科学の甲子園ジュニア奈良県大会参加申込書１ 担当教員 氏名 電話番号 メールアドレス（※）
２ 参加生徒 氏名 フリガナ 性別 学年

※ 本書による申込みを受理した旨、平成30年８月３日（金）までに担当教員宛てに電子メールにて通知します。
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教 学 第 １ ９ ３ 号平成３０年５月１７日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 ・ 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

第６８回全国小・中学校作文コンクール「奈良県コンクール」

の実施について（通知）このことについて、下記のとおり実施しますので、応募についてよろしくお願いします。記１ 趣 旨児童生徒の豊かな表現力を育成するとともに、国語教育の振興を図る。２ 主 催奈良県教育委員会、読売新聞社３ 応募規定(１) 応募資格県内小・中学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小・中学部に在学する児童生徒(２) 部門小学校低学年の部、小学校高学年の部及び中学校の部(３) 題材自由(４) 用紙及び字数ア ４００字詰原稿用紙を使用すること。（右端をホチキスで留める。）イ 字数の制限はなし。

殿
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(５) 原稿１人１編で、自筆（鉛筆、Ｂ又は２Ｂ）に限る。自筆によることが困難な場合は、代筆することも可能。ただし、学校長の証明書を添付すること。(６) その他作品は自作、未発表のものに限る。４ 応募方法(１) 応募作品には、別紙様式による応募票を付けること。(２) 応募は、学校ごとに取りまとめて送付することとし、「題名」、「氏名（フリガナ）」、「学年」を記入した一覧表を付けること。(３) 一つの学校から何点応募してもよい。５ 締 切平成３０年９月１２日（水）６ 送付先〒630－8001 奈良市法華寺町１４１－１読売新聞奈良支局「作文コンクール」係ＴＥＬ ０７４２－３４－１１０１７ 審 査県の審査会によって行い、各部門の入賞及び佳作作品を決定する。入賞者及び佳作者には、学校長を通じて通知する。なお、入賞作品のうち、小学校低学年及び高学年の部並びに中学校の部から、各１編を「全国コンクール」（読売新聞社主催、文部科学省後援）に送付する。８ 表 彰表彰式は、平成３０年１２月中旬に行う予定９ 著作権入賞及び佳作作品の著作権は主催者に帰属する。作品は返却しない。
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（別紙様式）
第６８回全国小・中学校作文コンクール「奈良県コンクール」応募票題 名フ リ ガ ナ氏 名学 年 ・ 組フ リ ガ ナ自 宅 住 所自宅電話番号フ リ ガ ナ学 校 名フ リ ガ ナ学 校 所 在 地学校電話番号フ リ ガ ナ指 導 者
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教 学 第 ２ １ ６ 号平成３０年５月１７日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 公 立 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３１年度奈良県立高等養護学校入学者選抜要項について（通知）このことについて、別紙のとおり定めましたので、関係者にお知らせ願います。なお、このほかの各特別支援学校の募集要項については、１０月上旬に通知します。

殿



- 8 -

（別紙） 平成３１年度奈良県立高等養護学校入学者選抜要項平成３１年度奈良県立高等養護学校の第１学年入学者の募集及び選抜は、この要項に基づいて実施します。１ 応募資格（１） 自力通学ができる等一定の社会的適応力を有する知的障害者で、保護者とともに奈良県に居住するもの又は特別の事情があるもののうち、次のアからウまでのいずれかに該当するものア 特別支援学校中学部若しくは中学校を卒業した者又は平成３１年３月卒業見込みの者イ 中等教育学校前期課程を修了（以下「卒業」に含めます。）した者又は平成３１年３月卒業見込みの者ウ 学校教育法施行規則第９５条各号のいずれかに該当する者（２） （１）の「特別の事情があるもの」とは、次のア又はイのいずれかに該当する者であって、奈良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行い、その承認を受けたもののことをいいます。ア 出願当時は他の都道府県に居住しているが、入学時には保護者とともに奈良県内に居住することが確実である者イ その他やむを得ない事情がある者２ 募集する学科及び人員産業科 ８８人３ 出願手続出願は次の点に注意して、入学願書等定められた書類を卒業した学校又は在学している学校の校長を経て提出してください。郵送による書類の提出は認めません。（１） 受付日時平成３０年１０月１０日（水）及び同月１２日（金）午前９時から午後４時まで（２） 出願書類ア 入学願書（別に定める用紙）イ 調査書（別に定める用紙）別に定める用紙に卒業した学校又は在学している学校の校長が作成してください。ウ 返信用封筒１通（結果の通知に使用します。特定記録郵便とし、長形３号120mm×235mmに252円分の切手を貼り、宛先を明記したもの）（３） 出願書類の交付平成３０年９月６日（木）及び同月７日（金）午前９時から午後４時まで
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郵送を希望する場合は、生徒１人に付き返信用封筒（角形２号240mm×332 mmに140円分の切手を貼り、宛先を明記したもの）を同封して、請求してください。（４） 出願書類提出先奈良県立高等養護学校〒636－0344 磯城郡田原本町宮森３４番地の１ＴＥＬ ０７４４－３３－２６２６（５） 入学相談出願に当たっては、事前に必ず高等養護学校の入学相談を受けてください。実施期間は、平成３０年７月２３日（月）から同月３０日（月）までです。詳細については、高等養護学校に問い合わせてください。（６） 備 考やむを得ない事由により入学相談を受けていない者にあっては、平成３０年１０月５日（金）までに当該者が在籍する学校の校長から申請してください。事由について審議した後、学校長に連絡します。４ 入学者の選抜（１） 実施内容ア 国語及び数学の学力検査イ 実技検査（２） 日 程平成３０年１１月１４日（水）午前８時３０分から正午まで（学力検査・実技検査）（３） 選抜の方法各検査の結果及び受検者の障害等の状態、適性等を総合的に審査し、学校長が選抜します。（４） 備 考実施の詳細は、学校長が別に定めます。５ 結果の通知平成３０年１１月２１日（水）に、選抜の結果を保護者宛てに発送します。６ その他（１） 奈良県立特別支援学校高等部又は高等学校（高等専門学校及び中等教育学校後期課程を含みます。）に在籍している者は、出願できません。（２） 選抜の結果、入学許可候補者となった者は、奈良県立特別支援学校高等部又は奈良県内の公立高等学校への出願はできません。（３） 平成３１年度の入学者は、第２学年から職業に関するコースに応じて本校及び高等学
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校における分教室で学習します。（分教室を設置している高等学校は、高円高等学校、山辺高等学校、二階堂高等学校です。）（４） この要項で定めるもののほか、必要な事項は別に定めます。
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教 生 第 ６ ０ 号平成３０年５月１７日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度アンガーマネージメントフォローアップ研修会

開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係者に周知されるとともに、参加についてよろしくお願いします。 記１ 目 的教職員の児童生徒への理解を深め、問題行動等の予防的視点に立った支援や、きめ細かな個別の支援を充実させるために、アンガーマネージメント手法の基礎理論の習得及び実践内容についての検証と整備を行う。また、学校全体としてアプローチするために研修既修者が中心となり、全教員が適宜適切な支援と指導が行える体制の構築を目指す。２ 期日、日程及び研修内容期 日 日 程 研修内容第１回 平成３０年６月２９日（金） １５：００ アンガーマネージメントの基 ～１７：００ 概要理解と現場対応礎 第２回 平成３０年７月２７日（金） １４：００ 行動パターンの理解研 ～１６：００ キレやすい考え方の理解修 第３回 平成３０年８月２４日（金） １４：００ 自己受容の支援～１６：００

殿
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期 日 日 程 研修内容第１回 平成３０年１１月１６日（金） １５：００ 場面別の適切な行動の学習応 ～１７：００用 第２回 平成３０年１２月２１日（金） １４：００ 場面別の適切な行動の学習研 ～１６：００修 第３回 平成３１年２月８日（金） １５：００ 実践報告～１７：００３ 場 所大和高田市総合福祉会館「ゆうゆうセンター」 会議室大和高田市大字池田４１８番地の１４ 参加者県内小学校、中学校、中等教育学校、高等学校及び特別支援学校の教職員市町村教育委員会事務局指導主事５ 研修講師滋賀刑務所 教育専門官 小西 好彦 氏６ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、平成３０年６月８日（金）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。県教育委員会事務局生徒指導支援室生徒指導係ＴＥＬ ０７４２－２７－５４３５ＦＡＸ ０７４２－２７－１０２１７ 備 考(１) 基礎研修、応用研修のどちらかの研修のみに参加する場合は、平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式（Ａ）項目に、その旨を記入すること。(２) 会場の都合上人数に限りがあるため、約５０名を定員とし、定員を超える申込みがあった場合は、申込み先着順とする。
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教 体 第 ９ ６ 号平成３０年５月１７日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度体力向上ステップアップミーティングの

開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いします｡ 記１ 趣 旨小学校教員が、奈良県児童の体力の現状や課題、体力向上の取組についての理解を深め、各学校における体力向上の取組や体育指導の充実と発展を図ることを目的とする。また、各運動領域の実技研修や学校体育活動全般に関わるワークショップ、各校の体育的課題についての情報交換を通して、教員の指導力と資質向上に役立てる。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県体力向上推進連絡会３ 期日及び会場【南部地域】平成３０年６月２６日（火）高取町リベルテホール・中央公民館 大研修室（高市郡高取町大字観覚寺１０２３）【北部地域】平成３０年６月２８日（木）大和郡山市総合公園施設 視聴覚室・研修室（大和郡山市矢田山町２）【中部地域】平成３０年６月２９日（金）ジェイテクトアリーナ奈良 大会議室・小会議室（橿原市畝傍町５１）

殿
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４ 参加対象者県内小学校教員※各校１名、体育主任の参加を原則とする。参加地域については下記のとおりとするが、都合がつかない場合は別地域で参加すること。【北部地域】奈良市・大和郡山市・天理市・生駒市・山添村・生駒郡・北葛城郡【中部地域】大和高田市・橿原市・桜井市・香芝市・葛城市・宇陀市・磯城郡・宇陀郡【南部地域】五條市・御所市・高市郡・吉野郡５ 日 程１３：３０～１４：００ 受 付１４：００～１４：１０ 開会行事１４：１０～１５：００ 講義・演習①「体育科年間指導計画に基づいた体育授業の充実と推進について」１５：００～１５：１０ 休 憩１５：１０～１６：３０ 講義・演習②「学習指導要領改訂のポイント解説～体育編～」１６：３０～１６：５０ まとめ・閉会行事６ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名、参加日（地域）を記入の上、国、県及び私立小学校については直接、市町村立小学校については市町村教育委員会を通じて、平成３０年６月１５日（金）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。奈良県教育委員会事務局保健体育課学校体育係ＦＡＸ ０７４２－２２－３９９５７ その他講義・演習①、②で使用するので、所属校の体育科年間指導計画（今年度全学年分）及び小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編を持参すること。


